
○伊予市なかやま交流促進センター条例施行規則

平成 19年３月 29日規則第 32号

改正

令和３年３月 30日規則第 20号

伊予市なかやま交流促進センター条例施行規則

伊予市なかやま交流促進センター条例施行規則（平成 17年伊予市規則第 21号）の全部

を改正する。

（趣旨）

第１条　この規則は、伊予市なかやま交流促進センター条例（平成 19年伊予市条例第３号。

以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。

（利用時間の変更）

第２条　指定管理者は、条例第６条ただし書の規定により、なかやま交流促進センター

（以下「交流促進センター」という。）の利用時間を変更しようとするときは、利用時

間変更申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。

（休館）

第３条　指定管理者は、条例第７条ただし書の規定により、交流促進センターを臨時に休

館しようとするときは、休館承認申請書（様式第２号）を市長に提出しなければならな

い。

（利用許可の申請等）

第４条　条例第８条第１項の規定により、交流促進センターの利用許可を受けようとする

者は、利用許可申請書（様式第３号）を指定管理者に提出しなければならない。申請し

た事項を変更しようとするときも同様とする。

２　指定管理者は、交流促進センターの利用を許可したときは、利用許可書（様式第４

号）を交付するものとする。

（模様替え）

第５条　条例第 10条第２号ただし書の規定により、交流促進センターの模様替え等の承認

を受けることができる場合は、交流促進センターを損傷しない程度のものであって、や

むを得ないと認められるものに限るものとする。

２　指定管理者は、交流促進センターの模様替えの承認を受けようとするときは、模様替

え承認申請書（様式第５号）を市長に提出しなければならない。
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（利用料金の承認申請等）

第６条　指定管理者は、条例第 11条第２項の規定により、交流促進センターの利用料金を

定めようとするときは、利用料金承認申請書（様式第６号）を市長に提出しなければな

らない。

２　市長は、前項に規定する申請書を受理したときは、その内容を審査し、適当と認めた

ときは、利用料金承認書（様式第７号）を交付し、承認するものとする。

（利用料金の減免）

第７条　指定管理者は、条例第 12条の規定により、利用者が次の各号のいずれかに該当す

るときは、利用料金の全部又は一部を、減額又は免除（以下「減免」という。）するこ

とができる。

(１)　交流促進センターを保養施設として指定したものの職員及びその家族が宿泊する

とき。

(２)　15人以上で宿泊するとき。

(３)　災害等利用者の責めに帰することができない理由により、交流促進センターの全

部又は一部の利用ができなくなったとき。

(４)　前３号に定めるもののほか、指定管理者が特に必要と認めたとき。

２　利用料金の減免を受けようとする者は、利用料金減額・免除申請書（様式第８号）を

指定管理者に提出しなければならない。

３　指定管理者は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、その結果

を、承認・不承認決定通知書（様式第９号）により通知するものとする。

（利用料金の還付）

第８条　条例第 13条ただし書の規定により、利用料金を還付することができる場合は、次

に掲げるとおりとする。

(１)　条例第９条の規定により、交流促進センターから退去を命じたとき。

(２)　災害その他利用者の責めによらない理由により、交流促進センターの全部又は一

部の利用ができなくなったとき。

（違約金の免除）

第９条　条例第 14条ただし書の規定により、違約金を免除することができる場合は、次に

掲げるとおりとする。

(１)　災害その他利用者の責めによらない理由により、交流促進センターの利用ができ
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なくなったとき。

(２)　前号に定めるもののほか、指定管理者が特に必要と認めたとき。

（遵守事項）

第 10条　交流促進センターの利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。

(１)　指定管理者の許可を受けないで行商又は募金その他これに類する行為をしてはな

らないこと。

(２)　建物その他工作物、設備等を損壊又は汚損するおそれがある行為をしてはならな

いこと。

(３)　他人に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれのある物品、動物の類を携帯若しく

は持ち込んではならないこと。

(４)　附属設備、備品類等を許可なく施設の外に持ち出してはならないこと。

(５)　衛生、風紀又は保安を害し、交流促進センターの管理上障害となる行為をしては

ならないこと。

(６)　その他指定管理者が指示した事項に反する行為をしてはならないこと。

（管理報告）

第 11条　条例第３条の規定に基づき、交流促進センターの指定管理者に指定された者は、

四半期毎に、次に掲げる事項について市長に報告しなければならない。

(１)　利用区分毎の利用状況と利用者数

(２)　損益の状況

(３)　その他市長が必要と認め報告を指示した事項

（補則）

第 12条　この規則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。

附　則

（施行期日）

１　この規則は、平成 19年４月１日から施行する。

（経過措置）

２　この規則の施行の日の前日までに、改正前の伊予市なかやま交流促進センター条例施

行規則の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定

によりなされたものとみなす。

附　則（令和３年３月 30日規則第 20号）
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（施行期日）

１　この規則は、令和３年４月１日から施行する。

（経過措置）

２　この規則の施行の際現にあるこの規則による改正前の様式による用紙については、当

分の間、これを取り繕って使用することができる。

様式第１号（第２条関係）
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様式第２号（第３条関係）
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様式第３号（第４条関係）
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様式第４号（第４条関係）
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様式第５号（第５条関係）
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様式第６号（第６条関係）
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様式第７号（第６条関係）
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様式第８号（第７条関係）
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様式第９号（第７条関係）
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